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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 376 ha

平成 24 年度　～ 平成 28 年度 平成 24 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

都道府県名 新潟県 上越市 北陸新幹線上越妙高駅周辺地区（第二期）

計画期間 交付期間 28

大目標：交通の利便性を生かした広域的な拠点性を強化する魅力的な都市づくり
　目標1：新しい玄関口にふさわしい地区の特性を活かした高い利便性や快適性を有する質の高い新都市空間を形成する
　目標2：広域的な拠点性を強化し多様な都市機能を誘導する土地利用の促進を図る環境整備を推進する

・本地区は、上越市の南部に位置する、北陸新幹線上越妙高駅を中心とする地区である。
・矢代川流域の標高15ｍ～30ｍの比較的平坦な地域であり、現在、大部分は農地（水田）が占めており、市街地は主要道路沿道に形成されている。
・北西部には上信越自動車道上越高田インターチェンジがあり、平成27年春開業予定の北陸新幹線新駅の設置とあいまって、今後、広域交通の利便性が飛躍的に向上することが期待されている。
・このため、上越高田I.C及び新幹線新駅を核に、豊かな自然環境を生かしながら、良好な都市空間の形成を図っていくことが求められており、これまでも様々な調査検討がなされてきた。
・平成１７年３月に、本地区の中核となる｢新幹線新駅地区土地区画整理事業｣が始まり、ＪＲ信越本線脇野田駅を中心とした約28.5haの地区において、信越本線の移設、北陸新幹線新駅上越妙高駅の設置などと一体的に上越地域の新たな玄関口にふ
さわしい都市基盤を整備するため、道路、下水道等の整備、各種調査・設計等が進められている。
・土地区画整理事業区域の西側に隣接した区域では、平成17年の埋蔵文化財調査により釜蓋遺跡が新たに発見された。この釜蓋遺跡は平成20年に国の指定を受けた最近注目された文化財で、調査研究が進行していない状況にあり、｢上越市歴史文
化基本構想（H23.3）｣において整備を優先する文化財地域とされており、史跡の保存活用計画を策定し事業実施に向けた取り組みが進められている。
・平成19～23年度には都市再生整備計画事業（第1期）により新駅周辺の整備が一体的に進められている。道路・下水道等の都市基盤の整備や新駅関連施設の調査・設計等の実施とともに、街並み形成活動推進事業では地域住民が参加する会議等を
開催し「上越市新幹線駅周辺地区まちなみ形成構想」や「地区計画」が策定され、魅力あるまちづくりに向けた環境整備などまちづくりが進められている。

・新駅周辺の都市基盤の整備：市の新たな玄関口の形成、広域的な拠点性の強化を図るため、新駅を中心に土地区画整備事業、信越本線の移設等、都市基盤の整備などを一体的に行う必要がある。
・魅力的な都市機能の誘導：駅周辺では賑わいのある魅力的なまちづくりを行うため、交通結節機能を強化、多様な都市機能等を誘導、安全・安心で利便性のある上越らしさを活かした環境整備を行う必要がある。
・新駅周辺整備効果の周辺地域への波及：新駅周辺整備の整備効果を周辺地域へも広く波及させるため、新駅へのアクセス道路など必要な都市基盤等の整備を推進していく必要がある。

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ H23 H28

％ H23 H28

世帯 H23 H28

・新駅周辺整備効果の周辺地域への波及：新駅周辺整備の整備効果を周辺地域へも広く波及させるため、新駅へのアクセス道路など必要な都市基盤等の整備を推進していく必要がある。
・遺跡の確実な保全と適切な活用：｢上越市歴史文化基本構想｣に従い、釜蓋遺跡の保存と活用を図るため、釜蓋遺跡公園の整備を推進する必要がある。

｢第5次総合計画｣改定版（平成22年12月上越市）
・本地区は、市の玄関口｢ゲートウェイ｣に位置づけられ、｢観光・業務等を目的とした来訪者をもてなす環境整備｣、｢都市拠点をはじめ市内との円滑な移動を実現する交通施設の整備｣、｢既存住宅地との調和に配慮した良好な住環境の整備｣が計画され
ている。
「新幹線新駅周辺地区の土地利用方針」（平成22年12月上越市）
・上越地域の玄関口にふさわしいまちづくりのための土地利用方針として（１）新幹線駅利用者の利便性の確保、（２）広域的（北信越地域）な拠点性を強化、（３）中心市街地との適正な機能分担、（４）既存市街地の機能強化、（５）良好な環境の形成と活
用が計画されている。
｢上越市新幹線駅周辺地区まちなみ形成構想｣（平成22年12月上越市）
・上越市の新たな玄関口として、周辺の自然環境や景観にも配慮した質の高いまちづくりを推進する。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

60

駅へのアクセス性（満足度）
対象区域内住民へのアンケート調査に基づく、駅へのアク
セスがしやすいと感じる割合

信越本線移設や道路整備による交通結節機能の強化、周辺地域
への波及効果について、地区住民の駅へのアクセスのしやすさの
満足度の向上により確認する。

51.7 62

駅前広場整備の満足度
対象区域内住民へのアンケート調査に基づく、駅前広場の
整備に対する満足度

高質空間形成施設、駐車場等の駅前広場関連施設による魅力の
ある新駅周辺整備について、地区住民の駅前広場整備の満足度
の向上により確認する。

25.3

1,400区域内の世帯数 対象区域内の世帯数
土地区画整理事業、道路、下水道等による都市基盤の充実の効
果を対象区域内の世帯数の増加により確認する。

1,350



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

【提案事業】
・「事業活用調査」
　（信越本線跡地利用検討調査）

○まちづくりの目標の達成に向けた取り組み
・市では、北陸新幹線の開業効果が発揮されるよう、行政・民間企業・市民等が役割分担し全市で取り組むため、平成23年2月に「新幹線まちづくり行動計画」を策定した。
・平成23年4月には、「新幹線まちづくり行動計画」を着実に推進していくための組織として、「新幹線まちづくり推進上越広域連携会議」を関係５市を含む官民３０団体により設立し、地域の機運醸成とPR活動等、行動計画に基づいた様々な取り組みを行って
いる。
・新駅周辺に市が整備する、東西昇降施設、自由通路及び駅前広場などの公共空間の機能・デザインについては、有識者や公募市民で構成する「まちなみ検討会議」において検討し、その成果を平成22年12月に「上越市新幹線駅周辺地区まちなみ形成構
想」として取りまとめた。
・新駅周辺のまちづくりの方向性については、平成22年12月に「新幹線新駅周辺地区の土地利用方針」を策定し、平成23年12月には、それに基づいて、避けるべき建物の用途や景観形成などについて定めた地区計画の都市計画決定を行った。

○住民等による持続的なまちづくり体制
・「上越市北陸新幹線建設促進まちづくり協議会」では、新駅周辺整備等のまちづくりに関して協議し上越市の発展に資することを目的に、現地視察や研修会等を実施しており、市では補助金を交付し活動を支援している。
・「上越市新幹線駅周辺地区商業地域土地利用促進協議会」では、良好なまちなみの形成と土地利用の促進を図ることを目的に、検討委員会を設置しまちづくりに関する検討をしており、市では、地権者主体で駅周辺商業地区の企業誘致、良好なまちなみ
形成を実施するための新たな地権者団体を組織化するための支援を行っている。

整備方針３（住民参加によるまちづくりの推進）
・新駅周辺整備の状況にあわせて地域住民のまちづくり活動等を通じて、地区の特性を活かしたまちづくりを推進する。

方針に合致する主要な事業
整備方針１（駅周辺の都市基盤の整備）
・平成27年春の北陸新幹線の開業のスケジュールにあわせて、新駅周辺の都市基盤の充実、交通結節機能の強化、周辺地域への波及効果を図る都市基
盤の整備を推進する。

【基幹事業】
・｢下水道事業｣
　（汚水［高田南部処理地区］、雨水［脇野田第二排水区、脇野田第三排水区、脇野田第三排水区排
水路］）
・｢道路事業｣
　（市道大和上中田線、市道大和二丁目５号線、市道大和二丁目３号線、新幹線駅環状線（街路）、
東城町脇野田線（街路）、市道信越本線跡地線）
・「地域生活基盤施設」
　（調整池）
【提案事業】
・「地域創造支援事業」
　（信越本線移設事業）
【関連事業】
・新幹線新駅地区土地区画整理事業
・脇野田岡原線整備事業（街路事業）

整備方針２（魅力のある新駅周辺整備の推進）
・上越らしさを活かしたまちなみ景観の形成、自動車の利便性と歩行者の回遊性を高めた、魅力ある駅周辺整備を推進する。

【基幹事業】
・｢高質空間形成施設｣
　（自由通路、駅前広場シェルター、電線類地下埋設施設、駅前街区公園（東側・西側）、
　公衆トイレ（東側・西側））
・｢地域生活基盤施設｣
　（駐車場（東側・西側））
【関連事業】
・釜蓋遺跡公園整備事業



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費 B/C

道路 地方道 上越市 直 1120m H17 H28 H24 H28 500.1 371.1 371.1 371.1

道路 地方道 上越市 直 320m H19 H28 H25 H28 80.4 75.4 75.4 75.4

道路 地方道 上越市 直 155m H17 H28 H24 H28 170.2 95.2 95.2 95.2

道路 街路 上越市 直 105m H18 H27 H24 H27 204.6 204.6 204.6 204.6

道路 街路 上越市 直 1140m H19 H28 H24 H28 780.1 574.1 574.1 574.1

道路 地方道 上越市 直 423m H27 H28 H27 H28 88.4 88.4 88.4 88.4

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 （汚水） 上越市 直 21.5ha H19 H28 H24 H28 453.9 203.9 203.9 203.9

下水道 (雨水） 上越市 直 12.5ha H19 H26 H24 H26 1,038.1 410.1 410.1 410.1

下水道 (雨水） 上越市 直 278m H17 H24 H24 H24 1,194.1 201.1 201.1 201.1

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 上越市 直 5000㎡ H23 H25 H24 H25 308.0 104.6 104.6 104.6

地域生活基盤施設 上越市 直 8800㎡ H25 H26 H25 H26 241.8 241.8 58.1 58.1

高質空間形成施設 上越市 直 105ｍ H17 H26 H24 H26 2,084.9 2,045.9 2,045.9 2,045.9

高質空間形成施設 上越市 直 292ｍ H23 H26 H25 H26 479.0 476.0 476.0 476.0

高質空間形成施設 上越市 直 1099ｍ H23 H28 H24 H28 305.0 305.0 305.0 305.0

高質空間形成施設 上越市 直 4300㎡ H25 H26 H25 H26 185.6 185.6 185.6 185.6

高質空間形成施設 上越市 直 116㎡ H25 H26 H25 H26 67.1 67.1 67.1 67.1

高次都市施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

駅前広場シェルター

電線類地下埋設施設

駅前街区公園（東側・西側）

公衆トイレ（東側・西側）

調整池

自由通路

駐車場（東側・西側）

新幹線駅環状線

細項目 うち民負担分
市道大和上中田線

脇野田第三排水区（排水路）

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
交付期間内事業期間

脇野田第二、第三排水区

高田南部処理地区

交付対象事業費 8,687.4 交付限度額 3,036.6 国費率

市道信越本線跡地線

（参考）事業期間

0.35

東城町脇野田線

市道大和二丁目5号線

市道大和二丁目3号線

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 8,181.3 5,649.9 5,466.2 5,466.2 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
上越市 直 1800m H16 H27 H24 H27 3,987.2 3,217.2 3,217.2 3,217.2

上越市 直 10000㎡ H24 H24 H24 H24 4.0 4.0 4.0 4.0

－

－

－

合計 3,991.2 3,221.2 3,221.2 3,221.2 …B
合計(A+B) 8,687.4

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
土地区画整理事業 新幹線新駅地区 上越市 国土交通省 28.5ha ○ H16 H30 9,102

街路事業 脇野田岡原線 新潟県 国土交通省 ○ H19 H28 3,500

釜蓋遺跡公園整備事業 釜蓋遺跡公園 上越市 文化庁 ５ha ○ H18 H31 1,781

合計 14,383

規模
（いずれかに○）

－

事業期間
全体事業費事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名

事業活用調
査

信越本線跡地利用検討調査

0.0

まちづくり活
動推進事業

－

－

－

地域創造
支援事業

信越本線移設事業

交付期間内事業期間
事業 事業箇所名 事業主体 直／間

細項目 うち民負担分
規模

（参考）事業期間

0.0

住宅市街地
総合整備
事業



都市再生整備計画の区域
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駅前広場整備の満足度 （　％　） 25.3 （23年度） → 60 （28年度）

駅へのアクセス性 （　％　） 51.7 （23年度） → 62 （28年度）

区域内の世帯数 （ 世帯 ） 1,350 （23年度） → 1,400 （28年度）

　北陸新幹線上越妙高駅周辺地区（第二期）　（新潟県上越市）　整備方針概要図

目標

大目標：上越市の恵まれた交通利便性を生かした広域的（北信越地域）な拠点性を強化する魅力的な都市づくり

　目標1：新しい玄関口にふさわしい地区の特性を活かした高い利便性や快適性を有する、質の高い新都市空間を形成する

　目標2：広域的な拠点性を強化し多様な都市機能を誘導する土地利用の促進を図る環境整備を推進する

代表的な

指標

(都)3･4･33中田原下箱井線

■道路
東城町脇野田線（街路事業）

□地域創造支援事業
信越本線移設事業

上越高田I.C.

■道路
市道大和二丁目５号線

■下水道（雨水）

□事業活用調査
信越本線跡地利用検討調査

■道路
市道信越本線跡地線

国

道
18
号

○関連事業
釜蓋遺跡公園整備事業

■道路
市道大和二丁目３号線

○関連事業
新幹線新駅地区土地区画整理事業

■下水道（汚水）（雨水）

(都)3･3･49
新幹線駅西口線

脇野田駅

○関連事業
脇野田岡原線整備事業（街路事業）

(都)3･4･47脇野田岡原線

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

■道路
市道大和上中田線

■道路
新幹線駅環状線

■地域生活基盤施設
調整池

上越妙高駅

(都)3･3･50
新幹線駅環状線

■地域生活基盤施設
駐車場（東側・西側）

■高質空間形成施設
自由通路
駅前広場シェルター
電線類地下埋設施設
駅前街区公園（東側・西側）
公衆トイレ（東側・西側）


